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クラッシーのバックナンバーがインターネットでご覧に

なれます。「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索
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■
立
花
町
　
立
花
俳
句
会

朝
顔
に
流
る
る
風
は
草
書
か
な　
　
　

吉
泉　

守
峰

色
褪
せ
し
写
真
眺
め
て
盆
の
月　
　
　

西
島
志
乃
芙

朿
の
間
の
涼
風
受
け
て
雲
高
し　
　
　

武
田　

行
夫

盆
帰
省
ふ
と
ん
並
べ
る
幼
な
孫　
　
　

原　
　

宣
子

鷺
草
の
今
に
飛
び
立
つ
気
配
せ
り　
　

中
村
テ
ル
ヨ

ソ
ー
ダ
水
ビ
ー
ル
に
注
ぎ
暑
気
払
い　

平
田　

清
香

炎
天
や
畑
の
青
葉
の
嘆
き
言　
　
　
　

深
町　

和
子

■
筑
後
俳
句
会

日
か
げ
り
て
青
田
嬉
し
と
鷺
の
群　
　

永
田　

富
子

格
子
戸
の
土
間
の
涼
し
き
近
江
町　
　

埴
生　

洋
美

花
さ
び
た
い
つ
し
か
か
げ
る
山
の
空　

藤
島
千
代
子

野
仏
に
盗
人
萩
の
侍
り
を
り　
　
　
　

水
本　

辰
次

倒
木
の
一
本
橋
や
蝉
し
ぐ
れ　
　
　
　

水
本　

艶
子

広
島
忌
被
爆
の
友
は
語
り
部
に　
　
　

浅
田
つ
き
子

菰
を
干
し
敷
物
編
み
て
盆
支
度　
　
　

井
口
登
美
子

■
睦
会

夏
祭
り
柾
目
の
下
駄
に
す
べ
る
指　
　

大
田
眞
紗
子

秋
風
や
軽
く
な
り
た
る
老
ひ
し
母　
　

松
尾　

美
喜

戻
り
た
き
海
へ
夏
日
へ
瓶
の
砂　
　
　

松
尾　

貞
義

雲
海
や
下
界
の
山
河
埋
め
尽
し　
　
　

城
戸　

和
子

喜
雨
欲
し
き
土
の
底
よ
り
悲
鳴
あ
ぐ　

大
坪　

栄
子

こ
れ
く
ら
い
派
手
で
よ
か
れ
と
浴
衣
買
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

幸
子

三
味
線
の
皮
の
破
る
る
猛
暑
か
な　
　

穴
見
ミ
キ
ヱ

■
上
陽
町
　
陽
泉
俳
句
会

子
に
甘
き
親
と
な
り
た
る
夏
祓　
　
　

吉
泉　

守
峰

竹
林
を
分
け
て
歩
む
や
盆
送
り　
　
　

倉
ノ
下
和
代

献
立
に
悩
め
る
日
々
や
夏
休
み　
　
　

荒
川
ミ
ヤ
子

故
郷
へ
帰
る
人
波
盆
の
波　
　
　
　
　

大
坪　

清
香

代
々
の
盆
提
灯
の
ゆ
ら
ぎ
か
な　
　
　

中
村　

境
子

喜
雨
な
れ
ど
素
直
に
笑
顔
作
ら
れ
ず　

城
後　

正
子

庭
隅
に
風
の
う
ね
り
や
青
芒　
　
　
　

大
坪　

延
子

■
紫
苑
句
会

猛
暑
を
も
物
と
も
せ
ず
や
甲
子
園　
　

松
延
み
さ
と

夜
風
ふ
と
新
涼
覚
ゆ
厨
窓　
　
　
　
　

井
上
ト
シ
子

打
水
を
さ
れ
て
地
蔵
の
御
縁
日　
　
　

牛
島　

景
子

夫
留
守
の
昼
寝
三
昧
至
福
な
り　
　
　

堤　

多
鶴
子

ご
褒
美
の
余
生
な
り
と
て
秋
の
旅　
　

中
川
原
篤
子

も
う
少
し
雨
を
と
欲
す
台
風
に　
　
　

中
島　

正
美

5
26 日
先負

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

（上陽地域福祉センター）

12
4 日
赤口

なんでも人権相談所
（黒木地域交流センター）

19
11 日
先勝

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

26
18 日
友引

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）（べんがら村）

6
27 日
仏滅

13
5 日
先勝

第４回ヤンマー建機感謝祭
（10：00 〜 16：00）

20
土用
友引

人生史サークル黄櫨の会
1：30 〜　　　　（福祉会館）
広川町文化祭
合同展示会〜 21 日・いこっと

27
19 日
先負

住生活セミナー
講演「未来を見据えた家の

持ち方」　　　　　　
　　　10：30〜おりなす八女

11
3 日
大安

4
25 日
友引

18
10 日
赤口

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

なんでも人権相談所
（広川町はなやぎの里）

25
17 日
先勝

10
2 日
仏滅

なんでも人権相談所
（立花市民センター）
（筑後市中央公民館）

3
24 日
先勝

なんでも人権相談所
（八女市星野支所）

17
三りんぼう

大安

24
16 日
赤口

31
23 日
先勝

9
9 月 1 日

先負

新聞休刊日

2
8月23日

赤口

なんでも人権相談所
（矢部公民館）

16
8 日
仏滅

23
霜降
大安

30
22 日
赤口

8
寒露
赤口

市民コンサート（吹奏楽部門）
10：30〜（八女市音楽協会・おりなす八女）

1
三りんぼう

大安

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

15
7 日
先負

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

22
14 日
仏滅

29
三りんぼう

大安

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

7
28 日
大安

21
13 日
先負

14
6 日
友引

八女筑後看護専門学校
オープンキャンバス
八女軽トラ市9：00〜12：00

（八女観光物産館駐車場）

市民コンサート（コーラス部門）
13：00〜（八女市音楽協会・おりなす八女）

28
20 日
仏滅

八女軽トラ市9：00〜12：00
（八女観光物産館駐車場）

筑後広域公園ウォーク
（八女歩こう会）

11

vol.251　

10OCT

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

体育の日

● おりなす八女　10 月イベント情報 ●
８ 日（月祝）10：30
　　　市民コンサート　吹奏楽部門
14 日（日）13：00
　　　市民コンサート　コーラス部門
28 日（日）15：00
　　　東京バロックプレイヤーズ 2018
　　　トリオソナタ

● 10 月の筑後市立図書館 ●
毎週土曜日　11：00 ～
　　　おはなし会
27 日　9：30 ～
　　　ゆっくり読書タイム
　　　14：00 ～
　　　ボードゲーム
31 日　14：00 ～
　　　認知症かふぇ
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　

サ
ン
マ
は
、
日
本
庶
民
の
秋
の
味

覚
の
代
表
魚
で
あ
る
。

　

北
海
の
荒
海
を
銀
鱗
を
光
ら
せ
、

細
身
の
体
で　

真
っ
直
ぐ
に
生
き
抜

い
た
サ
ン
マ
が
い
じ
ら
し
い
。

　
サ
ン
マ
焼
く
秋
を
満
喫
老
い
の
幸

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

筑後市久富

河添　幸子
　

幼
い
頃
か
ら
書
く
事
が
大
好
き
で
し
た
。

書
道
は
、
学
生
の
時
に
学
ん
だ
も
の
の
、

何
十
年
も
筆
を
持
っ
て
い
な
い
。
六
十
の

手
習
い
で
は
な
い
が
、
ち
っ
ご
恋
来
塾
に

参
加
し
書
道
コ
ー
ス
を
選
ぶ
。
四
ヶ
月
ほ

ど
で
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
ま
ま
や
め
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
と
、
数
人
で
書
道
を
始

め
る
。
先
生
に
基
礎
か
ら
教
え
て
頂
き
、

早
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ

る
。
ゆ
っ
く
り
で
は
あ

る
が
、
上
達
し
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
楽

し
く
、
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
然

は
、
自
給
自
足
で
過
ご

し
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
等
、

子
供
の
頃
が
蘇
り
ま

す
。

  
教
師
道み

ち　
　

⑦
森
下
　
計
二

　

あ
る
日
の
放
課
後
、
私
は
一
人
の
女

の
子
を
教
室
に
残
し
て
ひ
と
り
言
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
何

人
か
の
子
ら
が
自
分
の
筆
箱
や
、
色
鉛

筆
や
絵
本
が
な
く
な
っ
て
探
し
た
ら
、

そ
の
子
の
机
に
隠
さ
れ
て
い
た
の
で

｢

盗
み｣

の
犯
人
と
名
指
し
さ
れ
た
の

で
す
。

　

私
は
目
の
前
の
振
り
向
か
な
い
背

に
、
人
の
物
を
秘
密
で
隠
す
と
い
う
の

は
持
ち
主
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る

よ
。
だ
れ
か
に
も
ら
っ
た
大
切
な
物
か

も
し
れ
な
い
し
、
思
い
出
の
あ
る
品
か

も
し
れ
な
い
。
君
に
も
き
っ
と
そ
う
い

う
物
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
れ

が
な
く
な
る
っ
て
こ
と
は
と
て
も
悲
し

い
こ
と
だ
と
思
う
よ
。

　

実
は
、
私
自
身
も
教
室
の
事
務
机
に

置
い
て
い
た
国
語
辞
典
が
最
近
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
に
母

が
買
っ
て
く
れ
た
使
い
古
し
た
ボ
ロ
ボ

ロ
の
辞
典
で
す
。
人
が
欲
し
く
な
る
よ

う
な
新
品
で
も
児
童
用
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
長
年
使
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
品

で
し
た
。

　

私
は
、
向
こ
う
を
む
い
た
ま
ま
の
背

中
に
言
い
ま
し
た
。

　

｢
先
生
は
、
こ
こ
か
ら
い
な
く
な
る

か
ら
、
君
は
、
そ
う
っ
と
み
ん
な
の
を

机
に
戻
し
て
お
い
て
ね
。
み
ん
な
喜
ぶ

と
思
う
よ｣

　

翌
日
の
朝
早
く
、
物
を
な
く
し
た
子

ら
の
物
は
全
部
戻
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
私
の
辞
典
も

さ
り
げ
な
く
机
の
上

に
元
通
り
に
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。

Ⓒ青山剛昌／小学館・読売テレビ・TMS 1996

■ペア５組10名様へチケットプレゼント
ご希望の方は氏名・住所・TEL・名探偵コナンと明記の上（株）東兄弟へ
ハガキで応募ください。 10月15日締め切り。応募多数の時は抽選によ
ります。招待券の発送をもって発表とします。

　名探偵コナン 科学捜査展
～真実への推理 (アブダクション)～

会期　平成30年11月17日（土）～平成31年1月14日（月・祝）
会場　福岡市博物館
　『名探偵コナン』の世界観をベースに、科学捜査
のプロセスを楽しみながら体験できる特別展です。
会場では来場者が探偵手帳に沿って「現場検証
エリア」「聞き込みエリア」「ラボエリア」を巡り、
事件の真相を解明していきます。

10月の道の駅たちばな

こんにちは。
筑後警察署です。

㊿

　現在、福岡県では交
通死亡事故が多発して
います。
　特に、高齢者が亡く
なる死亡事故が急増し、
全体の約６割を占めて
います。
　これから秋を迎えますが、夕暮
れの時間が早くなり、午後４時以
降の交通事故が増加する傾向にあ
ります。
歩行者の皆さん～
○横断歩道を渡りましょう。
○道路を渡るとき、左から来る車
との事故が多発しています。道路
を渡り終えるまで左右の安全確認
をしましょう！
○夕方以降は、「明るい服を着用」
し、「反射材」も着用しましょう。
運転手の皆さん～
○横断歩道を渡ろうとする人がい
たら、停車してください。
○車間距離をとって、余裕のある
運転をしましょう。
○「ながら」運転は危険です！
絶対にやめましょう。
○夕方は早めにライトを点灯し、
ハイビームを活用しましょう。

　一人一人の心がけで、交通事故
は「ゼロ」にできます！
　事故のない「福岡県」を目指し
ましょう！！

交通死亡事故が多発しています！

第4回「ヤンマー建機感謝祭」開催
10月13日㈯　10：00～16：00

　普段は体験することの出来ないショ
ベルカーの乗車体験や記念撮影、工場
見学ツアー、お子様に大人気の縁日コー
ナー、更には地元団体の演奏会や模擬
店の出店、大抽選会など様々な催しを
企画しております。また、筑後市の公
式キャラクターであるはね丸も招待し
ており、はね丸と写真撮影もできます。
　地域の皆様に感謝の思いを表したく
この機会に是非ともご来場下さい。
会場：ヤンマー建機株式会社　本社工
場（筑後市大字熊野 1717-1）

（写真は昨年の様子）
アクセス：

【自家用車】国道 209 号線「免許試
験場」の信号を北に約 500 メートル

【公共交通】西鉄バス「上町」バス停
より徒歩２分（駐車場の数に限りが
ありますので公共交通機関でのご来
場にご協力お願いします。）
問合せ先：0942-53-5111　ヤンマー
建機総務部　感謝祭担当

工場見学ツアー

体験コーナー

クロレラ工業
九州工場

リンガーハット
いしむら

至久留米

至大牟田

至久留米 至久留米

至大牟田至大牟田

羽犬塚中学校羽犬塚中学校

ヤンマー建機
本社工場
ヤンマー建機
本社工場

宮田
織物

宗岳寺
保育園
宗岳寺 442

209

羽犬塚上町

羽犬塚中町

免許試験場

J
R
鹿
児
島
本
線

九
州
新
幹
線

青あ
お

　
苔ご

け

今
月
の
色視覚デザイン研究所

「和の色のものがたり」より

　

我
が
家
は
大
の
ゴ
ー
ヤ
好
き
で
あ
る
。
こ
の

夏
も
か
み
さ
ん
と
２
人
で
１
０
０
本
は
食
べ

た
だ
ろ
う
。
お
か
げ
で
猛
暑
の
夏
も
食
欲
の
落

ち
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
９
月
も
下
旬
に
な
り

真
夏
の
勢
い
は
な
い
が
次
々
と
黄
色
い
花
が

咲
く
。
こ
の
ま
ま
で
は
10
月
ま
で
ゴ
ー
ヤ
を
楽

し
め
る
の
で
は
な
い
か
。
気
が
か
り
な
の
は

ゴ
ー
ヤ
の
後
に
は
こ
の
場
所
に
毎
年
白
菜
を

植
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
岸
の
前
後
に
知

人
か
ら
立
派
な
白
菜
の
苗
を
頂
く
。
土
が
合
う

の
か
毎
年
道
行
く
人
が
驚
く
ほ
ど
よ
く
育
ち
、

冬
中
我
が
家
の
鍋
料
理
に
欠
か
せ
な
い
。
手
入

れ
を
考
え
る
と
他
の
場
所
に
植
え
る
こ
と
も

で
き
ず
頭
を
痛
め
て
い
る
。

青
み
が
か
っ
た
苔
色
。
鎌
倉

時
代
の
武
士
に
好
ま
れ
ま
し

た
。

９
月
下
旬
に
な
っ
て
も

元
気
な
緑
の
カ
ー
テ
ン
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西日本新聞筑後八女地区エリア情報紙

　　   八女農北山農場で小学生が農業体験　　八女農業高等学校

　立花地区の小学生が年間を通してさまざまな体験活動を行う「夢たちばな
子ども体験塾」を、八女市立花支所の主催で８月 24 日本校北山農場で実施
しました。立花小学校と筑南小学校の児童合わせて 47 名が参加しました。
　１・２年生 20 名はバター作り、牛のブラッシングや子牛の心音聴き、ポ
ニーの乗馬、ヤギ・ウサギとのふれあい体験をしました。３・４年生 19 名
はお茶の飲みくらべや鶏舎見学、本校の鶏卵を使ったマヨネーズ作り、卵か
らヒヨコ誕生までの命の観察をしました。５・６年生８名は山歩きとクリ拾
い、ナシ・ブドウの収穫と糖度測定、ドローン操作やトラクター・乗用モア
の運転などを体験しました。本校生徒が先生役となり、体験活動の説明や指
導を行い、小学生と楽しく交流しました。
　この農業体験を通して、子どもたちは農業の楽しさや食・命の大切さなど、
多くのことを学ぶことができたと思います。

10月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日
２日㈫、５日㈮、12日㈮、16日㈫、19日㈮、23日㈫、26日㈮、30日㈫
販売時間は、10時30分〜15時30分です。
多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。
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● 働く女性の体の変化 
　女性の体が男性のそれと根本的に違う点は生理があ
るということです。生理とは月に 1 度、子宮内に厚い
膜をつくり、それが壊れて剥がれ落ちる現象で、その
膜は血で作られた柔らかいベッドです。月に 1 度、受
精卵を置いてあげるためにベッドが用意されるのです。
　神様は人類を滅亡させないために女性に年間 12 回く
らいのチャンスが必要と考え、女性の体内に 28 日周期で受精卵のための柔
らかい血のベッドを作って受精卵を待たせることにしました。　
　しかし、いくら待っても受精卵がこないと、諦めてベッドを壊して流しま
す。この “ 流す ” という現象が生理で、翌月になるとまたいっぱいの血を集
め柔らかいベッドを作って受精卵を待ち、こないとまた流す。
　卵巣と子宮はこうした行為を延々と繰り返し、生涯で 1 度も妊娠しない人
は年間 12 回、30 余年、およそ 400 回も、毎月作ったベッドが受精卵を待
つだけで終わることになります。人類はこうした女性の体内の、神秘で精妙
な営みのおかげで滅亡せずにきたのです。
　ところで、女性の社会進出が著しい現代にあって、最近は結婚しない、子
供もつくらないという女性が増えています。この現象を生理的な面から見る
と先ほどのベッドを空転させていることと同じです。このような自然の摂理
に反した状態が続いた結果、これまではあまり目立たなかった月経異常や月
経痛が、さらには子宮内膜症や子宮筋腫などの病気が増えてきたのです。
　つまり、これらの病気は急速に近代化した社会背景をもとに、女性が家の
外で働くことが多くなったことに加え、子供をあまり産まなくなったことと
決して無関係ではなく、広い意味で一種の文明病と呼んでもいいかもしれま
せん。
　つまり、文明化にともなうライフスタイルの変化のしわ寄せが、働く女性
たちの生理に影響を与えている、というわけです。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市馬場

栗原　廣子
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バター作りと試食 ウサギとのふれあいポニーの乗馬

お茶の飲みくらべ ナシの収穫 ドローン操作

矢部川源流・杣の里の四季 �
オトコエシ（男郎花）と

オミナエシ（女郎花）[オミナエシ科]

　名前の由来は、語尾のエシはメシ
のことで、オミナエシは女飯であり、
これは黄色の花を粟飯に見立てての
名であり、それに対してオトコエシ
の白い花を白飯、白米にたとえてオ
トコメシとしたものであるという説
がある。花期は 8 〜 10 月
「ひょろひょろとなお露けしや女郎
花」芭蕉　　　   黒木町　松尾　重根

オ
ト
コ
エ
シ

オ
ミ
ナ
エ
シ

野鳥ウォッチング �

ハヤブサ

　ハヤブサの体形は、タ
カに似ている猛きん類で
す。
　カモやハト等の獲物を
見つけると急降下して捕
えます。
　古来、たか狩りに使わ
れていたようで ｢ケー ･
ケー ･ ケー｣ と鳴きます。

矢部村　栗原　浩暢
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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第 38 回八女茶で健康
全国茶品評会玉露の部　星野村の倉住努さんが日本一獲得！

　この品評会は、国の農林水産祭
参加行事として、全国茶生産団体
連合会が主催したもので、平成
30 年 8 月 28 日〜 31 日まで静岡
市の（株）静岡茶市場で開催され
ました。
　審査茶種は、煎茶 10㎏、煎茶
4㎏、深蒸し煎茶、玉露、かぶせ
茶、てん茶（抹茶にする前のお茶）、
蒸し製玉緑茶、釜炒り茶の 8 部門
があり、それぞれの部門の 1 等 1 席には農林水産大臣賞が授与されます。
私は、審査員の一人として審査をさせて頂きました。
　福岡県からは、煎茶 2 部門と玉露、かぶせ茶、てん茶部門に出品し、そ
れぞれ多くのお茶が入賞したことにより、八女茶の名声を大いに高めるこ
ととなりました。中でも玉露部門では、1 位から 19 位まで独占し、1 等 1
席の日本一には八女市星野村の倉住努さん（57 歳）が輝かれました。
　外観（形状や色沢）、香気、水色（茶碗に淹れたときの茶の色）、味の各
審査項目で満点を取られ、まさに日本一にふさわしい玉露でした。
　倉住努さんは、約 37 年もの間、毎年、全国茶品評会玉露の部に挑戦し、
初の全国制覇を成し遂げられました。玉露つくりでは、茶園の排水が良い
ため、夏の干ばつに留意され、麦わらの投入や潅水に気を配ってあります。
また被覆の開始時期や摘採時期を研究されているそうです。倉住さんご一
家は、お祖父様の代に昭和 6 年の九州・沖縄製茶大量品評会玉露の部で 1
等金杯を受賞、お父様の代でも全国茶品評会玉露の部で２回の日本一とな
られており、名実ともに八女高級茶産地を長年支えて頂いています。後継

者もおられ、今後の活躍が期待されます。1 世紀４代の長きにわたり
高級玉露づくりに尽力され、日本一の八女玉露を支えておられる姿
にただ脱帽し、尊敬申し上げる次第です。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一
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地域医療の担い手として　⑨

　現在各市町村では「住み慣れた地域で最後まで生活できる環境整備」を
目指し、『地域包括ケア』が始まっています。その一端を担う看護師育成機
関は、この 10 年の間に大きく様変わりしました。
　全国で看護系大学が 267 校と急激に増え、看護師養成機関も 3 年課程が
537 校、准看護師資格を取って進学できる 2 年課程が 142 校あり、何れも
国家試験資格が得られます。一方准看護師養成機関（県知事認可）は 217
校と減少傾向です。
　本校は准看護科と看護師2年課程を併設し、地域医療を目指してきました。
特に僻地を抱えるこの地区では超高齢化と同時に過疎化が急激に進む中、
地域医療が末端にまで行き渡るには絶対数の看護職の育成が不可欠です。
　本校では、今までに看護科 859 人、准看護科 1815 人を送り出しました。
その多くが地域の医療施設で活躍しています。学生の平均年齢も約 23 歳で
18 歳から 40 歳とまちまちですが「人の役に立つ仕事がしたい」「一旦就職
したが、幼い頃の夢が捨てきれない」「身体的なケアができる勉強がしたい」
等、様々な理由で学習に励んでいます。
　私事になりますが同僚と朝のウォーキングを始めて 5 年になります。毎

日同じ風景を見ながら歩いていても新しい発見をす
ることが度々あります。教育の現場も同じで、学生
にも皆それぞれ美点があり、教師にはそれを見抜く
感性・力量が求められます。
　感性豊かな教員が揃い、准看護師や看護師の資格
を取る上で学生が人としても成長する過程を支援出
来るところは本校の強みと確信しています。
　９月末から来年度の願書受付が始まりました。『地
域医療の担い手』として、看護職を目指したい方は
是非本校で学んでみませんか。
八女筑後看護専門学校  准看護科教務主任　田中　恵子

森林セラピー基地　−くつろぎの森グリーンピア八女− 
～できたて空気で　深呼吸・身呼吸・心呼吸～ 

　森林セラピーとは、森の持つ癒し効果を科学的に解き明かし、心
と身体の健康に活かそうという取組です。県内には八女市黒木町を
含め４基地、九州沖縄地域では１１基地が認定を受けています。
　訪れる方に、心も身体もくつろいでもらうため、森の案内人が一
緒に森を散策します（※案内は要予約、有料）。森の中や周辺で耳や
目、鼻、手足、味覚等の五感を研ぎ澄ませて、木々の息吹や風のざ
わめきを感じてください。そして、その中で一番自分に合ったリラッ
クス方法を探してみてください。また、年に６回程度イベントを開
催しております。
10 月 20 日 ( 土 ) フォークデュオ五円玉コンサート
　「森の案内人」が約 2㎞の森林セラピーロードをご案内
　「森のなかまたち」&「五円玉」によるコンサート
　先着 50 名 参加料 2,000 円 ( セラピー体験・森の癒し弁当 ･ 温泉券付 )
　応募締切　10 月 9 日 ( 火 )
12 月 2 日 ( 日 ) セラピーウォーク
　森の案内人とグリーンピア八女全ての森林セラピーロードを約
7.5㎞歩きます　健康に自信のある方
　先着 50 名　参加料 1,000 円 ( 森の
癒し弁当 ･ 温泉券付 )
　募集締切　11 月 19 日 ( 月 )
下記へ電話またはＦＡＸでお申し込み
ください
八女市役所 黒木支所 産業経済課商工
観光係　　☎ 0943-42-1115


